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日本パラ陸上競技連盟と「オフィシャルスポンサー」契約を締結 

 

株式会社 QD レーザ（神奈川県川崎市、代表取締役社長：菅原充、以下、当社）は、一般社団法人日

本パラ陸上競技連盟（大阪府大阪市、会長：増田明美、以下、JPA）との間で、「オフィシャルスポンサー」

の契約を締結しました。 

 

 

（左から）永尾嘉章元日本代表、現 JPA強化委員、JPA増田明美 会長、澤田優蘭 選手、当社 管原充、JPA三井利仁 理事長 

 

JPA 様は、日本の障がい者の陸上競技を統括し、代表する団体として陸上競技の普及並びに振興を図り、各

種競技会を通して、障がい者の心身の健全な発達及び社会参加を促進し、自らも社会貢献活動を行い、日

本の社会に寄与することを目的に活動しています。 

 



当社は、「光で世界は進化する」を理念に、革新的な技術・製品を通じてみなさまの生活を安全で豊かなもの

にし、世界の幸福と平和に貢献することを目指しております。通信、加工、センシングなど様々な分野に応用可

能な半導体レーザ製品に加え、ロービジョンエイドを目指した技術開発も行っています。 

 

当社には、かねてよりロービジョンの柔道選手が在籍しています。今回、より幅広い障がい者スポーツへの支援を

目指し、JPA 様と「オフィシャルスポンサー」の契約を締結いたしました。ロービジョン競技者にとどまらない障がい者

スポーツ全般のさらなる発展に貢献してまいります。 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社 QD レーザ 代表 044-333-3338、E-mail:info@qdlaser.com 

【当社概要】 

2006 年 4 月、富士通株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：田中達也）と三井物産株式

会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：安永竜夫）傘下の Mitsui & Co. Global 

Investment, Inc.（設立当時：株式会社エム・ヴィー・シー）の出資で富士通からのスピンオフベンチャーと

して設立されました。株式会社富士通研究所（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長：古田 英範）

と東京大学との 10 年以上にわたる産学連携による共同開発を基に、可視光領域から波長 1300nm 帯まで

の量子ドットレーザをはじめとする高性能の半導体レーザの開発・製造・販売を行っています。 


